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１．わが国経済の活性化に不可欠な課題である企業競争力の強化と雇用対策の総

合的政策が打ち出されたことを歓迎する。特に、雇用対策の重点を雇用の流

動化・最適配置に転換したことや企業の組織改革を支援する企業法制の整備

など、今回の対策を通じて、構造改革を進める方向へ一歩踏み出した点を評

価したい。ついては、国民の将来に対する不安感を払拭するためにも、開会

中の通常国会を延長してでも、一日も早い対策の実施に向け精力的に作業を

進め、必要な法案を成立させることを望む。 

 

２．政府の対策が示されたことを受けて、今後は民間が新たな事業の創出などの

自助努力により、経済の活性化を牽引する必要がある。政府には、そうした

企業の取り組みを支援するためにも、産業再生策の一環として徹底的な規制

撤廃を進めることを期待したい。 

 

以 上 


